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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

第２回 定例理事会  議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年１月３１日（月）

１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
2. ＪＣＩクリード唱和                              伊藤健二委員長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　　遠藤智大委員長
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                  佐藤貴博出向理事

5. 出席者の確認（敬称略）                          横山事務局長
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一

直前理事長　　　　　　荒　井　　寛　

副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　井　上　周　士（公欠）

副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                  齋　藤　秀　和（公欠）

監事                  鈴　木　慎　也（遅参）

監事　　　　　　　　　高　橋　　大　

特別委員長            菊　池　　学　

特別委員長            後　藤　吉　伸

室長                  東海林　　仁　（遅参）
室長   　             金　子　　明　（欠席）
室長                  安　藤　太一郎

室長   　             三　沢　慶　洋（遅参）
本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之（遅参）

委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）

委員長　　　　　　　　中　村　正　利（欠席）

委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　豊　島　　宏　（欠席）

委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）

部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）

部会長　　　　　　　　福　島　隆　之（遅参）

部会長　　　　　　　　會　田　智　弘（遅参）

部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也

部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉（欠席）

部会長　　　　　　　　矢　口　政　則

財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐

事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー      岩　田　雄　治

会務セクレタリー      狩　野　慎一郎

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長　

理事会構成員３１名に対し、２３名の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
議事録署名人に松田勝行副理事長、安藤太一郎室長、議事録作成人に会務セクレタリー

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
修正等があれば事務局に申しつけて頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長　　
前回１月初めに理事会を行いまして今回が２回目となります。この１カ月を若干触れていきたいと思います。まずその前に、怒涛の１カ月を皆様からのご協力により終えることが出来ました。本当にありがとうございます。感謝申し上げます。まずは理事会終了後でありますが、ブロック内の会員会議所の新年会が数多く開催されました。私はその次の週からＪＢＭ、ＪＣＩの理事会の方の参加ということで、アメリカのミズーリ州セントルイスの方へ行って参りました。その関係上、新年会は新庄しか出られずに、その他の４つのＬＯＭについてはアメリカに行っている際の開催でありましたので、副理事長、常任理事、理事の皆様からのご出席を頂きました。まずは感謝申し上げます。ＪＢＭでは急遽、不幸等が重なりましてご参加出来ない方が何名かいらっしゃって、結局私と齋藤監事、長谷川浩一郎シニアと３名で行って参りました。当初は山形ＪＣも主催の１ＬＯＭとして入り、ジャパンナイトを設営する形の流れでいましたが、急遽、日本ＪＣの方での開催ということで、そのほとんどの設営に関しましては、この山形ＪＣがすべてを取り仕切った訳ですが、名目上は日本ＪＣのジャパンナイトという名目になりました。ただ、その中で我々が行ったということを含めながら、山形青年会議所としての心意気なるものをしっかり見せたと思っております。その報告は前回、写真で一回流させて頂きましたが、また詳しくはご報告を改めてさせて頂きます。また、鶴岡青年会議所４５周年、そして仙台青年会議所６０周年の式典が新年会と同時開催となりました。特に仙台の６０周年の式典におかれましては福井会頭初め、スポンサーＪＣである東京青年会議所の奥山理事長もいらっしゃっており、本当に素晴らしいメンツ、そして数多くのメンバー、来賓の前での素晴らしい式典であったことをご報告させて頂きます。また、我々のスポンサーであるという心意気であの素晴らしいスピーチ、あれには感謝をした次第であります。続いて開催されたのは１７日に総務委員会と会員交流委員会が主体となりまして開催をして頂きました新春賀詞交歓会でございます。私のつたない挨拶でありましたが、精一杯、山形青年会議所の理事長として、キャピタルＪＣの理事長として努めてきたつもりでありますが、皆様の心にどのように響いていたのか心配になるところでありましたが、皆様のお陰で滞りなく会がすべて終了することが出来ました。本当にありがとうございます。そして、ここからが本番になってくるのですが、そのあとすぐ私は２０日の夕方の便で京都に入りまして、２１日の早朝会議から全プログラムを出席させて頂きました。もうすでにそこには野口委員長、齋藤副委員長、松田副理事長等々、皆様出向されていた方がもうすでにお入りになって頂いて一生懸命汗を流して活動しておられました。本当に皆様に感謝を申し上げます。ありがとうございます。まず、初日の早朝会議ですが、実はそんなに人は集まらないと思って大手を振って行ったところでありますが、２１日金曜日の朝、６時半くらいからの開会であったのですが、もうすでにその会場に入りきらないほどの理事長がいらっしゃっておりました。当然のことながら東京青年会議所の理事長も胸を張って１番目、２番目くらいに名前を読み上げられるくらいの意気込みで参って、本当にその勢いに私も勇気づけられまして、京都会議のすべてのプログラムを終了することが出来ました。まず、２１日は日本ＪＣの理事会、そして東北地区ナイトという流れで進んでいきました。その後２２日は総会、メインフォーラム、各委員会、各セミナー、そして本年度から我々の任務の一つというべきものでありますが、日本ＪＣセネターズクラブの総会、懇親会のお手伝いをし、その後、「房の家」ということも議案の方でも夢を現実にする特別委員会の方から出して頂いておりますが、そちらの設営という形の流れでございました。ただ、残念だったのが、どうしてもＬＯＭナイトが同日の１９時からの開催であったということもありますが、やはりこれだけの設営をしなければならないという中で、全メンバーが出席出来なかったのは本当に心苦しかったと思っております。特に夢を現実にする特別委員会は早くから「房の家」入りをして頂いて設営の準備、そして、本年の事務局とブロック事務局はセネターズクラブの設営や、いろいろなところで駆けずり回って頂きました。本当にありがとうございます。ただ、ＬＯＭナイトは非常に盛り上がったということで私に直接写真も送って頂いて非常に盛り上がりの良かったＬＯＭナイトになったと思っております。日にちが明けて２３日は式典、倉敷ＪＣとの合同昼食会という流れになっていったのですが、そちらの昼食会も我々の人数が少なかったというところは、ちょっと考えさせられるところはありましたが、非常にこれも委員会主導で素晴らしい交流の場となったことをご報告させて頂きたいと思います。また、特に倉敷の新入会員はタスキを付けて「新入会員です」と名前を付けて、非常に我々が見たら恥ずかしいような感じでしたが、その中の名刺を交わした３名の方からメールと葉書を頂きました。「ありがとうございます、これから精一杯頑張っていきます」という葉書を頂きました。たかがＪＣ、されどＪＣで素晴らしいことだと私もこれから見習わなくてはいけないと感じた次第であります。その後いよいよ、ソニー・ユーさんが来形とシティレディーＪＣの来形という形になってきます。私とビッディングチェアマンとあと数名のシニアは大阪に残りまして、ソニーさんとコダマＪＣＩ事務総長、上島歴代会頭、原先輩、水野日本ＪＣ事務局長等と会食をさせて頂きました。その裏バージョンとして山形では、シティレディーＪＣが１８時くらいに仙台に到着ということで夢を現実にする特別委員会を筆頭にいろいろな方からご支援を頂きまして、お迎えにあがって、そのあとウェルカムパーティーで素晴らしい盛り上がりで１日が終了したと伺っております。有難うございます。次の日は県知事への表敬訪問、そしてシティレディーＪＣは観光、ソニー・ユーは各地現地調査、そして夜にはシニアが我々、またお客様のために開催をして頂いたウェルカムパーティーが高見屋で行われまして、次の日は市長への表敬訪問、また観光そして現地調査、夜には我々現役主体となりましたウェルカムパーティーを開催しました。本当に１年の大変なこの時期にも関わらず、皆様からいろいろな場面でお顔を出して頂いたり、会に出席して頂いたり、運転手をして頂いたり、その他我々が来る前の段取りをして頂いたり、またはホテルの一室で一生懸命作業して頂いたりといろいろな所で理事長という立場で皆さんの顔を拝見させて頂きました。一つ、この理事メンバーにだけ話をさせて頂きますが、夢を現実にする特別委員会は表でも活躍していましたが、霞城セントラルのワシントンホテルの一室を借りて、ヘッドクウォーターなるものを設営しておりました。インカムはないにしろ、プリンターが置いてあり、パソコンは並んでいて、お菓子は食べ残しが散乱していたりと、皆様もご存じの通り各種大会の国際グループの事務局のような、そんな場面を垣間見ることが出来ました。実はそこでソニー・ユーさんが現調の際に「地図がほしい、この市内にはホテルがどの位置でどれだけあるのか」または「公共交通機関のスケジュールがほしい、各ホテルの図面なり、概要なり一つひとつほしい」という要望が多数ございました。それも日本語であればすぐ出来るのですが、英語で作らなくてはいけないということで日夜、その部屋にこもって頂いて頑張っておられたというのを垣間見ることが出来ました。この案件だけは直接皆様にお伝えしたいと思った次第であります。さきほども申し上げました通り、この１カ月の中で、いろいろな場面でいろいろな人がこのファンクションに参加をして頂きました。私は通常「あれやってくれ、これやってくれ」と口うるさい方ですが、じっと堪えていろいろな場面、皆さんの顔もしっかりと見ながら皆様と対話をしてきたと思っております。一つ皆様に振り返って頂きたいのは、その中で、どうしても忙しさにかこつけて私もそうなのですが、忙しい時は自分の素直な気持ちが前に出てしまって相手のことを思って表現するとか、思って行動するとかが抜けてしまうところがあるかと思います。これはあくまでも理事メンバーなので言わせていただきますが、是非、今ちょっと落ち着いた時に自分の行動が今までどうだったのか、しっかり参画出来ていたか、参画出来なかったのはなぜか、参画したがこのようなことが足りなかったというところを是非、もう一度思い返して頂きたい。もしそんなことがあれば今からでも結構ですのでこれをきっかけに、皆仲間ですのでお互い話合って、わだかまりを取って頂き、ＬＯＭ一丸ということをもっともっと進めるべく、これからのＪＣ活動に邁進して頂きたいと思います。皆様一人ひとりが頑張った結果が今回の１カ月に繋がっていると思っております。委員会だけが頑張ったのではなく、皆が頑張ってくれた。その結果が今回のソニー・ユーさんが喜んで帰って行った結果であると思っております。それから最後に言っていた言葉が、いろいろな建物を見て「あれも良いこれは良いけど、あれは悪い」という評価はありましたが、最後に言っていたのが、「４年間ある」ということです。「今あんまり飛ばし過ぎると、４年間の間に息切れしてしまうメンバーやＬＯＭが必ずあるので我々はメンバーを見ながらこの４年間をどうやって登りつめていくかということを皆様は考えて行動してほしい」とソニーさんがそんな言葉を最後残して帰られました。私もＬＯＭを背負う身として、ちょっと邁進する、飛び出す性格ですので、そんなところもやはり見直していかなくてはとその言葉を聞いて思った次第であります。所信の最後に「押忍という言葉を胸に」という文言を書かせて頂きました。その意味は耐え忍んで相手の想いや言葉に耳を傾けることが必要だと、相手を思いやる、そんな姿勢が必要であると書かせて頂きました。私はずっと使ってきましたが、その意味が「押忍」という言葉には秘められていると思いますので、もう一度、この素晴らしい経験を活かしてこれからの１年間を皆でどうやってまとまっていくかということを一人ひとり考えて頂き、その立場で委員会なりグループなり一丸になるよう是非、まとめて頂きたいと切にお願いするところであります。長くなってしまいましたが、ブロック、新春賀詞交歓会も、滞りなく終わりました。大変ありがとうございました。

１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井寛直前理事長

大変、寒い日が続いております。また雪もだいぶ降っておりまして、県内でいえば山形近郊はだいぶ少ないという話でありますが、それでも毎日雪はきと大変だと思います。仕事にＪＣに家庭のサービスと大変だと思いますが、まだ１月終わったばかりでありますので、まだまだ今年度始まったばかりですのでどうぞ、宜しくお願いしたいと思います。まずは先日の山形ブロック協議会新春交歓会、こちらの方を無事終えることが出来ました。本当にメンバーの皆様方にご支援頂き、そして多くの皆様方にご参加頂き大変有難うございました。我々も皆様から応援して頂いたということで非常に勇気を持って頑張らせて頂いた次第であります。県内の各１７青年会議所、そちらのＬＯＭさんの新年会も一通り無事に終わったということで、ブロック協議会としてもいよいよ本格的に始動するというところでございます。今後、ブロック内、我々ブロックチームも駆け廻って行きたいと思っておりますので、また更なるご支援のほど宜しくお願い致します。１カ月経ちまして、今ほど理事長の方からも１カ月の経緯をお話になりましたが、事務所開きに始まりまして、新旧理事会、そして賀詞交歓会、京都会議と非常に目まぐるしい、非常に慌ただしい中で１カ月間過ごしてきたと思います。船橋丸が無事出航して順調に進んでいると先ほどの理事長の報告を聞いて思った次第であります。また例年になく、いわゆるＡＳＰＡＣの訳ありＬＯＭということもありまして、先ほどからありますＪＢＭやソニー・ユーさんが視察に来られたということ。そして京都会議においても訳ありＬＯＭとしての担い、裏バージョンといいますか、そういったことを行ってきたということであります。その都度メンバーの皆様がその担いを全うすべく頑張って活躍されている。出向者の皆様もそうでありますが、活躍されている場面を見させて頂いた次第であります。そういった意味で非常に訳ありＬＯＭとしてのやらなくてはいけないことを理事の皆さんから委員会メンバーの皆さんに発信して頂いて、そして徐々に意識が高まってきていると思っております。ここから先は意識の部分というよりは、いかに情報を共有するかということだと思います。いかにお互いが今どこで何をやっているか、スケジュールはどうかとか、そういったものを共有して、そして臨んでいくということが本当に必要なことだと思っております。これはもちろん、ＡＳＰＡＣに限らず通常のＬＯＭの事業においてもそうであります。今日、ホームページをダウンロードするために見ておりましたが、トップページに各委員会のブログが載っておりました。すべての委員会はまだのようでしたが、ここ近々の情報が載っておりました。これもやはり一つのツールとして皆が情報を共有する上では大変有意義なものではないかと思っております。昨年、ブログをさせて頂いた立場から言うと、ちょっと写真が小さい。拡大した時の写真が小さいというのは余談ですが、是非そういったものを活用して、各委員会から発信して頂きたいと思っております。県内の特に理事長さんですが、山形ＪＣのホームページはよく見られているみたいです。話題に挙がります。そういった意味でいろいろな情報を発信したいと意味では非常に使えると思いますので、今後とも是非お願いしたいと思っております。そして更に付け加えると、情報というのはただ単に待っているだけでは駄目と思います。自分から知り得たいことを自分から探す、求めることも必要と思います。そういったことを意識しながら是非、臨んで頂きたいと思っております。一つだけ、これも余談になりますが、京都会議で各理事長さんに配布されたのですが、シニア会員の開発マニュアルを見た方もいらっしゃるかも知れませんが「ＮＥＷ　ＪＣ」というマニュアルですが、山形ＪＣでは新入会員に配布することはなかったのであまり見慣れないものかも知れませんが、いろいろな情報が載っております。２０１０年代の運動指針が策定されましたので、その情報が載っているということで新たに刷新されたのですが、１４年から一切変わってなかったです。改めて私も見てみたのですが、長くＪＣをやっておりますが、残念ながら知らなかった情報とかもありました。やはりこういった基本をもう一度理事として学んで頂きたいと思います。買えとまでは言いませんが、何かの機会があれば、ルームにもあると思いますので、是非、こういったものを参考にして頂きたいと思います。よく懇親会の最後に「若い我ら」を山形ＪＣでは歌いますが、他のＬＯＭでは「明日のために」を歌います。新年会を回って「この歌知らない」というメンバーが結構いたのでちょっと思ったのですが、｢明日のために｣の方が新しい歌だと思います。私も「若い我ら」の方が新しいと思ったのですが。これもちょっと余談ですが、そういったものをしっかりと理事としてＪＣの基本的な情報を、知識を是非、頭の中に入れて頂きたい。そして各委員会メンバーに伝えて頂きたいと思い紹介させて頂きました。

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木力総務委員長

確認事項はその他を含め１件、討議事項はその他を含め２件、審議事項その他を含め１件、協議事項はその他を含め５件、報告依頼事項その他を含め１１件。

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
　　　　　　　　　　【全員賛成で審議可決】

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０1 その他

削除

１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　４ＬＯＭ合同例会の参加に関する件　　　　　　　　　　　総務委員会

鈴木力委員長【上程】

高橋大監事【質問】

例年より登録料が高いのでその内訳を教えて頂きたい。

鈴木力委員長【回答】

国際ホテルの会場費、ホテルの宴会パックでの二次会費が高いのでこの設定になった。

高橋大監事【意見】

各ＬＯＭ七割出席ということで予算組みをしている例会だと思うが、登録のみのメンバーがいるということも周知しておかないといけない。

遠藤智大委員長【意見】

１８時から山形ブロック協議会会長第三エリアの公式訪問があるので多数の出席をお願いする。

三浦孝一郎副理事長【意見】

主管ＬＯＭとして御出迎えを考えて頂きたい。また、式次第にＪＣＩ Ｍｉｓｓｏｎを加えて頂きたい。

野口雅弘副理事長【意見】

二月から仮会員セミナーも始まるので立ち振る舞いに気をつけて頂きたい。

討議―０２　その他

削除

１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―１　その他

削除

１６・協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

協議―０１　４月連絡調整例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】

菊池学特別委員長【補足】

開催時間の問題等で当初の予定と違っている部分がある。

三浦孝一郎副理事長【補足】

ＡＳＰＡＣ、香港シティ・レディＪＣを迎えるにあたって、英語に対しての壁をなくすための例会である。

田牧大祐財政局長【コメント】

中村祥之本部長【質問】

英会話のセミナーということだが、グループごとなのかマンツーマンでやるのか。

鈴木辰太郎本部長【回答】

委員会ごとで考えている。

中村祥之本部長【意見】

時間が少ないのでせっかくの機会を無駄にしない設えをして頂きたい。

伊藤健二委員長【意見】

正直、長野ＪＣの話が聞きたかったので残念である。

會田智弘部会長【意見】

議案のスケジュールと案内のスケジュールに差異があるので確認して頂きたい。

遠藤智大委員長【意見】

例会の時間が少ないのだから、懇親会でそのエッセンスを入れたらどうか。

矢口政則部会長【意見】

単発で終わらずに英会話を続けていけるような機会があればいいと思う。

齊藤秀昭副理事長【質問】

対内目的で「ＡＳＰＡＣ山形大会に向けた情報の共有」とあるが事業内容のどの部分で共有するのか。

鈴木辰太郎本部長【回答】

パスポート取得キャンペーンやＪＣＩ用語集などである。

遠藤智大委員長【質問】

パスポート取得キャンペーンとはどのようなことをするのか。

鈴木辰太郎本部長【回答】

例会前にパスポートを取得する手順の説明やパスポート保有数の把握などである。

安藤太一郎室長【意見】

登録のみが駄目だということなのでＬＯＭ内褒賞の絡みもあるのでメンバーに周知徹底をして頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【質問】

メンバーに登録のみはありませんと案内しろということか。

安藤太一郎室長【質問】

この例会だけなのか。

齊藤秀昭副理事長【意見】

例会にて登録のみを認めるかは事務局で判断することである。

奥山和征専務理事【回答】

この内容は今後、正副常任で話し合っていく。しかしメンバーには参加してこその例会であることを委員長から呼びかけて頂きたい。

船橋吾一理事長【コメント】

例会の時間が少なくて申し訳なく思っている。英語は継続的にしていかないと意味がない。出席に関してだが参加するという意識を伝えていくことが必要である。

協議―０２　第３２回山形大花火大会の実施（案）に関する件　　　　　花火大会特別委員会

中村祥之本部長【上程】

野口雅弘副理事長【質問】

予算の１，８００万の根拠を教えて頂きたい。

中村祥之本部長【回答】

煙火代として計上したいという金額に近かったことと、公益法人格取得に関しても考えた予算である。

野口雅弘副理事長【意見】

１，８００万の煙火代を山形青年会議所で捻出しなければならないことは分かるが、実際に全体でいくら使って１，８００万なのかが分かりづらい。添付資料などがあってもいいと思う。

松田勝行副理事長【回答】

予算と決算のブレが少ないということで出した予算である。また、例年１，８００万が煙火代として計上されている。

協議―０３　５月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　　ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】

菊池学特別委員長【意見】

１００万円の予算が付いているが去年と同様の内容であると感じる。もっと委員長のカラーを出して再考して頂きたい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

事業に至る背景を読むと子どもたちに何らかを気付いて頂きたいと書いてあるが、１００万円の予算が付いている事業なのでこれに気付いて頂きたいということをはっきり持って頂きたい。

鈴木力委員長【意見】

５０人の参加人数なのに募集期間が２週間は少ないと思う。

福島隆之部会長【意見】

会場に来てからのさせられる事業ではなくて、家の中から始まるような、来る前から楽しくなる事業もいいと思う。例えば親子で弁当を作ってきて、弁当コンクールのようなものをしてもいいと思う。

後藤吉伸特別委員長【意見】

全て無くして新しいものを作るのも１つの方法だと思うが、この議案に委員長の思いが入っているならばそこを残して次回上程して頂きたい。

高橋大監事【意見】

去年と比べてどうだということではなくて、ＬＯＭとしてこの事業を通してどういうまちづくりをして行きたいのかということをもっと考えて頂きたい。

船橋吾一理事長【コメント】

自分の思いをしっかり持って議案を作り、次回上程をして頂きたい。

協議―０４　やまがた案内番所の発信と検証（案）に関する件　　　　　ひとづくり推進委員会

伊藤健二委員長【上程】

田牧大祐財政局長【コメント】

野口雅弘副理事長【質問】

何を検証するのか。

伊藤健二委員長【回答】

案内番所を継続していくかの検証である。

野口雅弘副理事長【質問】

５６事業所で過半数だったらやらないのか。

伊藤健二委員長【回答】

過半数であったら廃止することも考えている。

野口雅弘副理事長【意見】

山形案内番所はＡＳＰＡＣの際に大変役に立つものだと考える。毎年検証をしていたらおそらくなくなってしまう事業である。今後、山形番所がどうやったら活きるかを考えて頂きたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

継続させるためにこの事業をするのですか。それとも閉じるためにするのか。

伊藤健二委員長【回答】

野口副理事長が言うようにＡＳＰＡＣのためにしていきたいとは思っているが今のままの形ではいけないと考える。

齊藤秀昭副理事長【意見】

継続していきたいのであれば、対内対外目的が変わると思う。

菊池学特別委員長【意見】

精一杯発信してから検証をして頂きたい。去年消えてしまった番所の灯を灯して頂きたい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

今までの形は終了して委員長の新しいやり方をしていいと思う。委員会で実際に街の人たちに話を聞きにいって頂きたい。

後藤吉伸特別委員長【意見】

ぜひ可能な限り、すべての店を廻って頂きたい。

船橋吾一理事長【コメント】

ＡＳＰＡＣのために山形番所を継続するために検証することを委員会で進めて頂いて大変感謝している。やはり実際に街の人たちの声を聞いて頂きたい。

協議―０５　その他

削除

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長

報告―０１　渉外活動の実施について　　　　　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会

福島隆之部会長【報告】

報告―０２　四維ＪＣとの交流について　　　　　　　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【報告】

報告―０３　山形ＪＣメンバーに対するＰＲ活動の企画・実施について　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【報告】

報告―０４　山形ブロック協議会出向者の活動支援並びに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外活動支援に関する件　　　　山形ブロック支援委員会

遠藤智大委員長【報告】

報告―０５　弔慰金（１月度）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】

報告―０６　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―０７　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―０８　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―０９　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―１０　公益社団法人日本青年会議所　第２回理事会参加依頼について　　事務局
横山隆太事務局長【報告】
報告―１１　その他

削除

１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

２０１１年度第３回定例理事会

２０１１年２月２２日（火）パレスグランデール

１９．監事講評

高橋大監事

Ｇｏｏｄｅｖｅｎｉｎｇ！英語であいさつするのが病みつきになったわけではないですけど夢を現実にする特別委員会の皆さん大変お疲れ様でした。私もまさかあの場で英語での閉会の挨拶をするとは思ってもみませんでした。なんとか英語で挨拶ができて自慢ではないですが笑いも取れました。笑われていたのか笑いを取れていたのか、実際分からないですが自分なりに英語では話せました。その後の日本語の挨拶がうまくいかなかったのは反省すべき点なんですけど、ここで何を申し上げたいかと言いますと、その会場に向かう際に次第等はメールで頂いておりましたので、確認をしてからお伺いをしたのです。当然海外の方をお迎えするレセプションということで、英語で自己紹介をする場面も想定していかないといけないだろうということで頭の中で準備していった部分もあるのです。ですから、振られた際に頭の中でシュミレーションができていたので対応することができた。それに対して日本語の方は振られてからなんとかなるのではないかというふうに思ってその場に臨んでしまったので無様な姿をさらしてしまったということです。一番聴いて頂きたい会員交流委員会の中村委員長はいらっしゃらないですけど、何を言いたいかというと事業をする際はきっちり頭の中でシュミレーションして組み立ててから臨まなければスムーズにいかないものなのだということであります。私の日本語の挨拶のようにその場で何とかなるという考えでは１０回に１回はうまく行くかもしれませんが大抵は失敗すると思って頂いた方がよろしいと思います。これから各種事業をするにあたってシュミレーションの部分を議案に載せてもらっていろいろな人から意見をもらって審議を通して事業に臨んで頂きたいと思います。もう一方、今日申し上げたいなと思っている委員長がいます。豊島委員長です。ホームページのことです。直前理事長のご挨拶でもありましたが各委員会のブログが出ました。今回のホームページで出来れば自分たちでやれるようにして頂きたいという理事長のお話もありましたが広報渉外の強い意志もあって皆さんに協力して頂いてブログをやっていきましょうという意見がありました。にもかかわらず議案が通ったらそれでいいのかと言いたくなったのですね。他の委員会の方でもまめに更新している委員会もあるのです。京都会議があったのでネタはあるのです。未だにそういったことが発信されていない。時間がない大変だという意見もありますが、そういったことを他の委員会にお願いしておいて自分の委員会はしないのかということなのです。ブログというのは手軽にできるということで今回導入したはずです。そこら辺を担当委員会が率先してやっていかないと他の委員会に波及していくことは難しいのではないかと思います。もうひとつ京都会議が終わった後の本日の理事会には京都会議の報告や御礼があってしかるべきです。そういったことは初委員長なので分からないということがあると思うので室長、専務理事の方でご指導して頂きたいと思います。私も指導を受けて勉強してきています。教わっていない人は教えられるはずはないので次の世代の人に今年一年かけて引き継いで頂きたいと思います。多少厳しくなりましたが、本日の監事講評とさせて頂きたいと思います。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事
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